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２０２５（令和７）年６月２２日版・最終版
平和憲法の会・くまもと戦跡ネット 髙谷和生

２０２５（令和７）年 第１７回 熊本空襲を語り継ぐ集い
証言会実施計画及び当日シナリオ案

１ 日 時 令和７年（２０２５年）７月１日（火）
午後１３時開場、１３時半から１６時半頃まで

２ 場 所 熊本市中央公民館６階 大会議室３（定員７６人）
熊本市中央区草葉町５番―１号 電話096-３５３-０１５２

□証言者「津下 環様」は、８９歳とご高齢につき体調不良の場合は、事前収
−録の映像とします。自宅：096-352-3867 熊本市西区花園７丁目７４ ２０

□7/1当日は、小山清丘さん（山栄ストアー・090-1517-4917）に、往路送迎
依頼済み。復路は事務局員で対応。

３ 証言会の進行等 進行（ 高山 ）
①開会 ‥‥１３時３０分（ 高山 ）

②戦災被災者への黙祷

③主催者挨拶 （ 代表幹事 坂本 正 ）

④講話「柿原空襲 ～昭和１９年１１月２１日の“熊本初空襲”は何だったのか～」
‥‥１３時４０分（ 髙谷 ）

⑤津下 環様の証言「恐ろしかった柿原空襲」 ‥‥１４時１０分～４０分
※髙谷は前席で、津下様と対面してのトーク形式。正面にはスクリーン等

⑥休息 ‥‥１４時４０分～１５時００分

⑦提案・説明・ワークショップ
「熊本空襲 記憶の継承プロジェクト Ⅱ」

‥‥１５時００分～１５時４０分 （ 髙谷・高山・吉田 ）
⑧閉会 ‥‥１５時４０分頃 （ 高山 ）

⑨移転された「熊本空襲慰霊碑」見学 ‥‥１６時００分頃・約３０分間（ 吉田 ）

４ 講話「柿原空襲 ～昭和１９年１１月２１日の“熊本初空襲”は何だったのか～」
（１）日本と九州への空襲 中国大陸からの日本本土へのＢ２９初空襲、マリアナから

（２）臨機目標としての熊本

左：中国大陸の延安・西安基地での飛行場様子と戦略爆撃機Ｂ２９
右：被害を受けた長崎県大村の第二一海軍航空廠水上機格納庫
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（３）二度にわたる「熊本大空襲」と熊本の小さな街「松橋」等への空襲

（４）柿原空襲でのおごりが、熊本空襲の被害を拡大させた！

５ 津下 環さん（９０歳）証言会「恐ろしかった柿原空襲」
（１）当時のご自宅、ご家族（９人家族）・生活のご様子

当時の「花園国民学校」での学校様子は‥

(2) 昭和１９年１１月２１日「柿原空襲」の事
空襲は何時頃で、警戒・空襲警報はなりましたか？

その日の天気は、覚えておられますか？

Ｂ２９は見えましたか？

爆弾・焼夷弾は何発、何処に落ちたのですか、
ご自宅の被害は

お隣の「寺元よつめさん」の様子は

どの様にして助けられたのですか？ 玄関前の俵は？

亡くなられた「やえ」おばさん、いとこの「えつおさ
ん」の思い出を教えていただけますか

「寺元さん宅に落ちた不発弾」はどうなったのですか？
「だごさまし山」での陸軍の処理は‥

樟脳工場前の広場で処理された｢不発弾(焼夷弾)」展示され、見物人が‥

（３）救出後の様子は‥‥、ご自宅の再建はどの様に‥

（４）第一回熊本大空襲（７／１）、第二回熊本大空襲（８／１０）の様子は

（５）敗戦時（８月１５日）の様子は

戦後のご様子、生活をお教えいただけないでしょうか。
今はどの様にお暮らしですか？

（６）「空襲」の爆弾、機銃弾、写真週報を見
て、どう思われますか

太平洋戦争開戦から、８０年目となります。
いま現在も、ウクライナ戦争での戦闘が、
行われています。

当時の事と重ね、どの様に思われ
ますか？
その思いをお話しいただけますで

しょうか。

（７）「熊本空襲を語り継ぐ集い」で、
若い世代に、花園小の子ども達に
伝えたいことは‥‥

花園小学校学習発表会での津下
環さん（右側）と小山さん（左
側）
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６ 提案・説明・ワークショップ
「熊本空襲 記憶の継承プロジェクト Ⅱ」

（１）「熊本空襲記憶の継承プロジェクトの取り組み」
完成した、「昨年（令和６年度）の４枚」紹介 ※別途 紹介

Ａ写真 白川左岸世安町の日華護謨（ごむ）分工場へのナパーム弾投下
Ｂ写真 市街地の白川流域である本荘町等への空襲
Ｃ写真 花畑町・桜町への空襲
Ｄ写真 川尻町から富合を抜け宇土方面への国道３号自動車橋への攻撃写真

（２）今年度（令和７年度）の取り組み

２０２５年取り組み予定の５枚
Ｅ：島﨑町の旧熊本市立商工学校
Ｆ：本山町の岡村鉄工所とＭ７６焼夷弾
Ｇ：北岡神社と旧国鉄
Ｈ：旧国鉄と春日国民学校
Ｉ：萩原町の西部瓦斯製造所

２０２４年の白黒写真とＡ１
等カラー化での作業対比写真
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（３）「ワークショップ」の進行等 ※座席で「４班」に事務局で編制
ア プロジェクト概要､４項目の説明、令和６年取り組み「４枚」完成紹介

イ 空襲写真のカラー化事業 「記憶の解凍！」
□ＡＩ自動認識による「カラー色づけ・Ｅ：島﨑町の旧熊本市立商工学校」
□くまもと戦跡ネット連携による空襲写真の「歴史検証」
□新たな熊本の「空襲ストーリー」作成

（ア）米軍空撮Ａ～Ｄ資料の各概要・ストーリー紹介
（イ）４グループに分かれる「Ｅ～Ｉ資料（白黒紙焼き）」への色鉛筆等での

「記憶の色づけ！」
（ウ）色付けに関わる思いで、感じたことを「ポストイット」に記入し、

該当写真に貼り付け
（エ）各班等から、色づけでの「解凍された記憶」 願いや想いを「紹介！」

ウ 解凍された記憶と証言、戦争遺産を重ねた「ストーリーの継承」へ

（４）参考資料 「柿原空襲と津下環さん」に関わる昨年度の報道
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連 絡 先
平和憲法を活かす熊本県民の会 代表幹事 髙谷 和生
□自宅／ 〒８６５－００６１ 熊本県玉名市立願寺１２６－５
□個人携帯 ０９０－１５１３－５５２８
□Ｅメール takayanagi912@yahoo.co.jp


